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★流星課だよリ　（go）　　　　　　　　　　小棋孝二郎

　今や全く塞出をはなれて正に春たけなはである．地ltは百花共美を競ひ，　1’i

鳥其の盤を孚ふ時となった．夜の流星親測も漸く樂になって來たと云へる・し

かし口S，1やに夜は短くなり，この男槻測者にとって不都合とも考へられる．加ふ

るに霞や㍑も多くなって來て，秋や冬塞の様な清澄な室は得られなくなって來

る．

　四月中に最も・；ξしV砺己星群としては琴座群Lyridsであるが，近年その1【1現

はむしろ少い様である．20「1から23「1頃を：最多とするが，15日乃至25日は川現

棚1である漣いの洲織である．輻身撚は琴座曜の附近であるが期剛凍

方へ移動する．

　月初から中旬にかけて乙女座の火球が屡々見られる．共他中下旬には北冠座

から，lj末には龍座及水瓶座から放射する流星が豫想される．

　　　　　　　　×　　　　　　　×　　　　　　　×　　　　　　　×　　　　　　　》く

　昨年の流星報告が大託言揃ったので月別の集計を下に示す・
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堀の結羅一昨鞍釧1言トと巌するに・翻劇蜘こ於て3害縣噸

数に於て2割励減少となってみる・この麟に選榔あるが今年fまノ嘱

回したいものである．大方の御奮起御後援を願ひたい．（II　26，1939）

★太　陽　課　（1・L）39！tr．2月）

　報告者　13名（前月と同じ）

天候例年2肱表昧で1ま一月よりも雲足螺く・さりとて蜘噸

輔台まらす識して服雄町ノJでは鰍捌も共の例億こ謝・す無

補っても・20　fl，25日爾日にk，　k測観たの囎瞳あった・綱・遡職

槻測可能は23日間であった．（鉄：を除V・たも4））

概況個人的に出入りはあるカ｛・殆んど）・；tiJ’Jと搬な嚇であった・鯛1

では下旬に幾分活況を示した様である．

肉眼的黒鮎

　　魏　測　　日

　　lf｝現　日・．鍛

　　四壁群群
　　黒黒占群累計脱

出」二

16

　6

　1

　6

津留

19

13

　4

13

正村

工3

　7

　：1

　7

日計

48

26

　4・

2．6

J’ell／Jした棚［1と隅己轍砒ば嘱であって揃ノ」よりも繊少したやう

であ…の伽鰍論語に匹敵する酷灘鋤にさして轟駿煕なカ、

つた恥ら見れば，槻油壷9練と油壷も少し無して居るだらう・勃擁

柵に依れば肉眼的黒血よ全部南！P球であった．

南北rw球の比較　溜　織m　本邊　111　fa　麟　杏掛　醜
　　　　　T“i　55．7　46．1　48．8　33．3　40．6　50．3　4s．（t
　　　　　＃ヒ　　　　　　　35・2　　　　46・3　　　　／12・6　　　　41・1　　　　31・6　　　　48　　　　35．8

7名叶均に依禰北砒は，・予f1川劃する北O・87であって繭な月より，ま

袴しく南北・ト均して來た．3iJは逆になるのかも知れない．

棚の黒辮の徽は下道附近のもの瞭かつた様であるカ㍉高い加t

多分21噸に！賭よ川現した聯撫撫型（小黒撚　賦したが）のものヵ、

北29“であっk（イ苧抄ト，　7ma？雨氏一一i致）・他に北260　｛：’：のが1陶にHlて居る，　（，j、

群）

難鷲’i辮度・階1姻脳踏徽と灘氏（一畑ス妙淵顎
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太陽白黒白樺緻報告（1939年2月）
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詫．阿部氏4，6，18日の三日は観測巾途にて曇ろ・
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（肉眼的の二群）である．

　追加　函館のrrl村i’三氏一月分報告受理・從って一月の報告著は14名．

　課告　報告完は　京都市上京嘔東三本木丸太町上ル信樂方　木邊へ．

★愛光星課（1938｛1朋）

　1938年1月の報告者とll測数　　　　　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内鐸第二部

］r）　F33912341sss

告
国
民
の
醇
寒
加
4
．
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第一部　（以下光度は数字だけで示す）

長周期顕四光申UO「i胱ア7・8～7・1（太1”　4）・　7・8～7・4（濡・k・、，

7・6（木邉1）・・Gcm（麟1・三宅2），此の星はminを見る幽い1・・、t

干たくて捉へ難し．（215號，故小山氏記事参照）

土中RA・d　7・6～8・2（島llt：」　3）・o　Cet　7・6～8・2（清水3），　S　CMi　S．5～

9・6（坂」・3・S’1－pm1，i　2），　R　Leo　6・6～7・2（巨川5）・R　T’i　9・3～10・0（淘・5）．

其他XMon捌鞭“0±（淋3）・　T　Cct　a」化少（漱3）蜘・1蜘

な星・R・Gem，1“　Hya（太IH　1）・γCasヤ捌し2・6　±（木邊・），・・，、

吼1・0～Ll（西川い’仁生麟3汰”1◎木馬3）・　R　C・B　13．・・’13　iヒ

少’t（木邊2），Jζ他省略．

第二郡
　2Max　CrLNT　Ori，　TZ　Per，　SU　UMa．

1　Max　RXAnd　17日東・SS　Cy・・　ASV　Gen　30日｝1一！！長，　XL・・，　Bl・，i，

（以上小澤，沓掛一・部，木邊）

　RR　Tau中段手iljllJl（小澤），其他Max無し，叉ぱ省略．

　4，5，6月極大豫想せらるる長期星三好位置に憤るもの
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1，r　CS，Tn

R　CVn

V　Hya

RU　Her

T　Cen

TX　Dra

R　Boo

V　Boo

R　Oph

Z　UMa

東亜天文協會槻測蘭1報

6．4－8．9

7．Ot一　12．2

6．7一一12．0

7．Ot－v14．2

5．6t－9．0

6．8一一8．1

5．9－12．8

6．4－11．4

6．0－13．9

6．8－8．7

JJ；一］l131］　193n

　　325

　　530

　　495

　　　91

　　　77

　　225

　　259

　　302

　　198

極大4月初め

　　4月の経り

　　　11

　　5月ri　1頃

　　5月末？

　　　i！　？

　　6月初め

　　　1！

　　6月回り

　　　／1

189

　右の中，周期の短かく，且つ光度差羽ないものは，豫報は不正確であるかも

知れぬ上，且つ墾光も綾やかであるから熟練を要する．VHya，　RU　Herの

如き周期の長いものは，捉へる機會が砂ない黙で一寸面白v・．本號を見てから

では，4月のものは一寸遅いかも知れない．5，6月に極大の來るものがよから

う．（木邊）

★遊星面課

　　　　　　　　　火星大接近協同観測要項

t’観測期間一1939年5月1nより10月31日迄．（但，この期間外の観測も喜んで

　受理す）

嵐儲同観測者西町一一束亜天交協會員にして，望遠鏡を有し，天膿観測に経験を

　有する者たる事．

3・偽同観測者特典　・協同観測希望者は，遊星面課長宛，観測地，姓名，使用器

　械極別，法門，倍率等を通知さるれば，期聞中，火星面上の突爽事件等の速

報・回報，見取圓用紙の鮮1配布（豫め必要枚蜘」込の事），共他種々槻測上

　の便宜を得る特典有り．

4・観測用紙一本會遊星而謝ll［1定製作の往復ハガキ型見取瞳1用紙を，’協同観測

　者のみに無料配布す．用紙は報告のみに使用し，手許へ幾されるのにはコツ

　ビイを取らるべき事（用紙節約の爲）．猫ほ，川紙淺除すれば必ず返迭さるべ

　き事．
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臥磐跡潔警灘膿搬饗諜勢畿1

鰯繍：巳魏繍ll　繍購臨　藷
　事．

映麟麟一畑轍，罫霧物槻鵬の～峡攣色勤他
燗に臆すべき蹴認めた捌撫河及髄かなる方法（電軌筏

馬蝿欝）によって瀬宛通剛‘・諏は直ちに醐1瞭概，
　協同槻測の逮行司遺憾なき様善匂す．　（以上）

　　　　　　　　　　　　遊星面課課長　伊達英太郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　購馴邊郡川蝉・納曇磯

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話（池lfD2546・，？i

★彗星課だよリ

認蕪顎繍灘繋殺ぼ　島廻
でならば，今爾酸魏える筈である．　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ本の領」；も・り’や世界的にな。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てるるの
であるから浦の旅も爆の一：つ三つ力靴い・ドイツlr’”1　K・h・s・eat　・ttl．　a、

が一）」20”洞29日，ゴ16日の棚櫨から算1111したゆ～煽1・職1，・1

の通り：

近・・欄T－19・・年2月6》・・…「1・）…・t期・一1リ・19年3職U．el・．）

1講礫罫鷺1拠一ll攣鯛蹴凱

電器：、三野98α00041㍉自門衡搬る’だカ1ら噸


